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〜
９
月
は
高
齢
者
福
祉
月
間
で
す
〜

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
に
八
十
八
歳
を
迎
え
ら
れ

た
、
ま
た
は
迎
え
ら
れ
る
方
は
、
男
性
14
人
、
女
性
17
人
で
合
わ
せ

て
31
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

９
月
15
日
の
敬
老
の
日
に
は
、
米
寿
の
方
々
を
訪
問
し
て
水
本
村

長
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
品
を
贈
呈
致
し
ま
す
。（
村

内
在
住
の
方
の
み
）

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
や
か
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

（
な
お
、
広
報
紙
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
掲
載
し
て
お

り
ま
せ
ん
。）

東
吉
野
村
☆
長
寿
一
覧  

令
和
７
年
12
月
31
日
現
在

（
本
人
等
の
希
望
に
よ
り
氏
名
と
大
字
の
み
掲
載
）

山
下
　
英
代 

さ
ん	

（
三
尾
）

大
西
　
博
文 

さ
ん	

（
平
野
）

平
松
　
賢
隆 

さ
ん	

（
伊
豆
尾
）

上
谷
　
泰
永 

さ
ん	

（
鷲
家
）

弓
塲
　
定
義 

さ
ん	

（
三
尾
）

石
本
　
仁
志 

さ
ん	

（
伊
豆
尾
）

西
上
　
挂
子 

さ
ん	

（
大
豆
生
）

谷
口
　
誠
一 

さ
ん	

（
杉
谷
）

松
本
　
伊
司 

さ
ん	

（
木
津
）

岩
本
　
清
江 

さ
ん	

（
狭
戸
）

威
德
　
正
晴 

さ
ん	

（
小
）

新
子
　
勝
美 
さ
ん	

（
平
野
）

辻
本
　
眞
佐
子 
さ
ん	

（
平
野
）

竹
川
　
富
子 
さ
ん	

（
木
津
）

細
谷
　
勝
子 

さ
ん	
（
小
川
）

松
本
　
千
里 

さ
ん	
（
鷲
家
）

高
橋
　
加
代
子 

さ
ん	

（
鷲
家
）

上
平
　
莞
爾 

さ
ん	

（
中
黒
）

達
中
　
幹
夫 

さ
ん	

（
小
）

坂
本
　
文
子 

さ
ん	

（
小
）

勝
山
　
君
江 

さ
ん	

（
狭
戸
）

吉
野
　
善
治 

さ
ん	

（
麦
谷
）

◆
木
　
津

保
田
ア
キ
ヱ
さ
ん
102
歳

◆
小
　
川

桝
本
良
子
さ
ん
102
歳

◆
小
　
川

谷
シ
ヅ
さ
ん
101
歳

◆
小
栗
栖

桝
本
純
子
さ
ん
100
歳

◆
鷲
　
家

松
本
通
代
さ
ん
100
歳

◆
杉
　
谷

吉
田
ヨ
シ
子
さ
ん
100
歳

◆
小
栗
栖

辻
　
チ
エ
子
さ
ん
99
歳

◆
小
　
川

大
前
久
子
さ
ん
98
歳

◆
鷲
　
家

植
平
敏
子
さ
ん
98
歳

◆
杉
　
谷

辻
　
シ
ズ
ヱ
さ
ん
98
歳

◆
麦
　
谷

中
平
　

さ
ん
98
歳

◆
小
栗
栖

植
田
　
勇
さ
ん
98
歳

◆
平
　
野

亀
本
マ
サ
ノ
さ
ん
98
歳

◆
小

野
岳
カ
ズ
ミ
さ
ん
97
歳

◆
小
　
川

山
崎
辰
子
さ
ん
97
歳

◆
小

太
田
悦
子
さ
ん
97
歳

◆
杉
　
谷

橋
本
ト
ヨ
子
さ
ん
97
歳

◆
鷲
　
家

上
島
百
合
さ
ん
97
歳

◆
木
津
川

仲
平
米
子
さ
ん
96
歳

◆
麦
　
谷

榎
田
允
子
さ
ん
96
歳

◆
狹
　
戸

上
平

子
さ
ん
96
歳

◆
伊
豆
尾

上
西
靖
子
さ
ん
96
歳

◆
杉
　
谷

中
西
長
四
郎
さ
ん
96
歳

◆
中
　
黒

市
岡
美
代
子
さ
ん
96
歳

◆
三
　
尾

上
田
久
美
子
さ
ん
96
歳

◆
小

一
原

子
さ
ん
96
歳

◆
小
　
川

山
本
喜
市
良
さ
ん
96
歳

◆
中
　
黒

堀
内
恒
子
さ
ん
95
歳

◆
平
　
野

山
本
シ
ズ
ヱ
さ
ん
95
歳

◆
中
　
黒

日
浦
莫
子
さ
ん
95
歳

◆
杉
　
谷

辻
本
良
子
さ
ん
95
歳

◆
中
　
黒

住
本
　
節
さ
ん
95
歳

◆
小
　
川

相
谷
幾
江
さ
ん
95
歳

◆
伊
豆
尾

西
　
專
治
さ
ん
95
歳

◆
狭
　
戸

阪
本
康
祐
さ
ん
95
歳

◆
木
　
津

中
前
　
一
さ
ん
95
歳

◆
小

上
平
三
郎
さ
ん
95
歳

◆
大
豆
生

松
本
喜
八
郎
さ
ん
95
歳

◆
麦
　
谷

上
平
美
代
子
さ
ん
95
歳

村
内
の
95
歳
以
上
で
広
報
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

米 寿 お め で と う ご ざ い ま す米 寿 お め で と う ご ざ い ま す

米 

寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

広 報 ひ がしよし の 令和７年９月１日
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小 西 一 司 さん 小 桶 谷 　 武 さん 小川 山 添 豊 子 さん 小川

阪 本 悦 子 さん 狭戸

山 東 和 子 さん 三尾 西 出 盛 恭 さん 平野 西　林　榮美子 さん 小川

米 寿 お め で と う ご ざ い ま す米 寿 お め で と う ご ざ い ま す
広 報 ひ がしよし の令和７年９月１日
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７
月
27
日
、
東
吉
野
村
役
場
下
駐
車
場
及
び
河
川
周
辺
に
て
、
Ｆ
Ａ
Ｍ
２
０
２
５
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｍ
は
２
０
１
８
年
よ
り
企
画
し
、
Ｆ
は
F
a
m
i
l
y
（
家
族
）、
Ａ
は
A
d
v
e
n
t
u
r
e

（
冒
険
）、
Ｍ
は
M
e
m
o
r
i
e
s
（
思
い
出
）
の
頭
文
字
を
と
っ
て
お
り
、
ま
た
、
本
村
を
愛
す
る

“
f
a
m
i
l
y
”
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
木
工
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
マ
ス
釣
り
、
鮎
つ
か
み
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
木

製
の
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
等
の
遊
び
場
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
鮎
の
塩
焼
き
や
ぎ
ょ
う
ざ
、
ラ
ー

メ
ン
な
ど
飲
食
店
も
た
く
さ
ん
出
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
猛
暑
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
大
盛
況
の
内

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

東
吉
野
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会

堺
市
・
東
吉
野
村
児
童
交
流

Ｆ
Ａ
Ｍ
２
０
２
５
開
催

広 報 ひ がしよし の 令和７年９月１日
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キャンプファイヤー

挨拶をする桝本会長

２０２５年度役員の方々

鮎つかみ

薪割り

　

７
月
25
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
第
52
回
東
吉
野
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桝
本
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
水

本
村
長
、 

丸
井
村
議
会
議
長
よ
り
来
賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
度
事
業
経
過
報
告
及
び
事
業
実
施
報
告
・
会
計
決
算
、
2
0
2
5
年

度
役
員
の
選
出
・
活
動
方
針
及
び
事
業
計
画
・
会
計
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　

2
0
2
5
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

　
　

会　

長　
　

桝
本　

君
孝　
　
　
　
　

　
　

副
会
長　
　

梁
瀬　

公
靖 　
　
　
　

                               

　
　

副
会
長　
　

辻　
　

和
代          

　
　

副
会
長　
　

妙
代　

和
也 

　
　

会　

計　
　

冨
永　

静
代

　

８
月
１
日
、
ふ
る
さ
と
村
で
友
好
都
市
で
あ
る
堺
市
の
小
学
６
年
生
児
童
と
、
本

村
の
小
学
５
・
６
年
生
児
童
が
一
緒
に
な
っ
て
、
薪
割
り
、
カ
レ
ー
作
り
、
鮎
つ
か

み
等
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

薪
割
り
は
初
め
て
体
験
す
る
子
が
ほ
と
ん
ど

で
、
大
き
な
木
を
簡
単
に
割
れ
る
薪
割
機
と
、

ノ
コ
ギ
リ
で
丸
太
切
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

カ
レ
ー
作
り
で
は
さ
ら
に
薪
を
細
か
く
割
っ

て
火
を
お
こ
し
、
野
菜
を
切
る
な
ど
一
生
懸
命

協
力
し
て
い
ま
し
た
。
カ
レ
ー
が
出
来
上
が
る

こ
ろ
に
は
お
昼
に
な
り
、
出
来
立
て
の
カ
レ
ー

を
み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
鮎
の
つ
か
み
取
り
体
験
や
川
遊

び
を
し
て
過
ご
し
、
捕
ま
え
た
鮎
は
夕
食
に
塩

焼
き
で
食
べ
ま
し
た
。

　

夕
食
後
に

は
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー

が
行
わ
れ
、

児
童
た
ち
の

交
流
が
一
層

深
ま
り
ま
し

た
。

東
吉
野
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会

堺
市
・
東
吉
野
村
児
童
交
流

広 報 ひ がしよし の令和７年９月１日
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中井町長 泉谷村長 水本村長 山室村長 南村長

署名の様子

締結式の様子

太陽の村
橋場部長

太陽の村
岸岡部長

太陽の村
辻村理事長 中井町長 水本村長 泉谷村長

　

８
月
７
日
、
吉
野
中
央
公
民
館
に
て
、
吉
野
広
域
行
政
組
合
構
成
町
村
で
あ
る
吉

野
町
・
川
上
村
・
東
吉
野
村
に
上
北
山
村
・
下
北
山
村
が
加
わ
っ
た
１
町
４
村
が
、

過
疎
地
域
に
お
け
る
公
営
温
泉
を
相
互
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
構
成
町
村
の
住

民
の
福
祉
の
増
進
や
住
民
相
互
の
交
流
促
進
を
図
る
と
共
に
、
施
設
の
利
用
促
進
・

有
効
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
湯
っ
た
り
ほ
っ
こ
り
地
域
間
交
流
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
、
中
井
吉
野
町
長
、
泉
谷
川
上
村
長
、
水
本
東
吉
野
村
長
、
山
室
上

北
山
村
長
、
南
下
北
山
村
長
が
出
席
し
、
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
東
吉
野
村
に
住
所
を
置
か
れ
て
い
る
方
が
本
年
９
月
１
日
か
ら

吉
野
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
中
荘
温
泉
、
川
上
村
湯
盛
温
泉
ホ
テ
ル
杉
の
湯
、
上
北

山
温
泉
薬
師
湯
、
下
北
山
温
泉
き
な
り
の
湯
を
利
用
さ
れ
る
場
合
、
入
湯
料
が
町
村

民
価
格
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

７
月
29
日
、
吉
野
中
央
公
民
館
に
て
、
吉
野
三
町
村
老
人
福
祉
施
設
さ
く
ら
苑
の

令
和
８
年
３
月
に
現
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
満
了
に
伴
い
新
指
定
管
理
者
「
社
会

福
祉
法
人　

太
陽
の
村
」
と
の
新
た
な
協
定
を
締
結
す
る
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
、
中
井
吉
野
町
長
、
泉
谷
川
上
村
長
、
水
本
東
吉
野
村
長
が
出
席
し
、

吉
野
広
域
行
政
組
合
管
理
者
の
中
井
吉
野
町
長
と
社
会
福
祉
法
人
太
陽
の
村
辻
村
理

事
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
協
力
し
合
っ
て
運
営
を
行
っ
て
い

き
た
い
旨
や
運
営
に
当
た
っ
て
の
相
談
事
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

吉
野
町
・
川
上
村
・
東
吉
野
村
・
上
北
山
村
・
下
北
山
村

湯
っ
た
り
ほ
っ
こ
り
地
域
間
交
流
協
定
を
締
結

吉
野
三
町
村
老
人
福
祉
施
設
の

管
理
運
営
業
務
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

津
野
町
長
が
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た

ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援
寄
附
金〈
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
知
ら
せ
〉

広 報 ひ がしよし の 令和７年９月１日
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明治谷墓地での様子

原瘞処での様子

　

７
月
17
・
18
日
、
友
好
市
町
村
の
高
知
県
津
野
町
か
ら
池
田
町
長
が
表
敬
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
水
本
村
長
、
鍵
谷
副
村
長
と
お
話
を
さ
れ
た
の
ち
、
津
野
町
ゆ
か
り
の

吉
村
寅
太
郎
総
裁
の
記
念
碑
が
あ
る
原
瘞
処
と
明
治
谷
墓
地
を
お
参
り
し
、
帰
路
に

つ
か
れ
ま
し
た
。

津
野
町
長
が
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た

　

ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
寄
附
件
数
は
1
2
5
件
で
、
寄
附
合
計
額
は
４
，
２
０
２
，

０
０
０
円
で
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
寄
附
総
額
は
累
計
６
３
，
３
１
４
，
５
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
寄
附
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
東
吉
野
村
を
活
力
の
あ
る
村
に
し
て
い
く
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
応
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
東
吉
野
応
援
寄
附
金〈
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
知
ら
せ
〉

広 報 ひ がしよし の令和７年９月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

婦人科検診
（子宮頸がん検診）
（乳がん検診）

日　程 受付時間 場　所
９月　９日（火）

１３:００～
１４:３０

三尾（三尾区民センター）

９月１３日（土） 小川（村住民ホール）

９月１６日（火） 木津（木津ふれあいセンター）

９９
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

婦
人
科
検
診
申
込
み
受
付
中

　

女
性
な
ら
誰
で
も
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
。
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

治
る
可
能
性
が
高
く
な
る
た
め
、
２

年
に
１
度
の
受
診
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
受
診
者
に
は
健
康
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
検
診

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

対
　
象

子
宮
頸
が
ん
検
診

　

20
歳
以
上
の
村
民

（
今
年
度
中
に
20
歳

に
な
る
者
を
含
む
）

乳
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
の
村
民

（
今
年
度
中
に
40
歳

に
な
る
者
を
含
む
）

料
　
金
　
５
０
０
円

※�

節
目
年
齢
の
方
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
（
５

月
送
付
済
み
）
持

参
で
無
料
に
な
り

ま
す
。

持
ち
物

　

問
診
票
・
ク
ー
ポ

ン
券
（
節
目
年
齢
の

方
の
み
）・
東
吉
野

村
健
康
づ
く
り
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
・
健
康

手
帳

い
針
で
乳
房
を
刺
し
細
胞
を
採
る

検
査
）
を
１
年
以
内
に
さ
れ
た
方
は
、

細
胞
診
を
し
た
乳
房
の
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
検
査
を
行
っ
て
い

な
い
乳
房
の
検
査
は
受
け
ら
れ
ま

す
。
１
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、
細
胞
診
を
し
た
乳
房
も
検
査

で
き
ま
す
。

④�

問
診
票
は
必
ず
ご
記
入
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
は
住
民
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ロ
ン
（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク

ル
）

と
　
き

　

９
月
17
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

対
　
象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊

婦内
　
容
　
育
児
相
談
な
ど

持
ち
物
　
飲
み
物

申
込
み

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
９
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
た

内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。
仕
事

や
人
間
関
係
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
、

ど
ん
な
事
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

と
　
き

　

９
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　
ご
希
望
の
方
は
、
９
月
18
日
（
木
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日

５
名
ま
で
】

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す

１
に
運
動
２
に
食
事
し
っ
か
り
禁
煙
良

い
睡
眠

ご
存
じ
で
す
か
？

ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
～

　
「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
国
民
全
体
が
人
生
の

最
後
ま
で
元
気
に
健
康
で
楽
し
く
毎

日
が
送
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
厚

生
労
働
省
の
国
民
運
動
で
す
。

毎
日
プ
ラ
ス
10
分
の
身
体
活
動

　

例
え
ば
、
通
勤
時
の
早
歩
き
、
庭

い
じ
り
や
掃
除
な
ど
、
日
常
で
の
体

の
動
き
を
増
や
す
だ
け
で
健
康
生
活

に
変
わ
り
ま
す
。

食
事
を
お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　

主
食
・
主
菜
・
副
菜
は
健
康
な
食

事
の
第
一
歩
。
か
ら
だ
に
必
要
な
栄

養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
秘
訣
で

す
。

た
ば
こ
の
煙
を
な
く
す

　

喫
煙
や
受
動
喫
煙
（
他
人
の
た
ば
こ

の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
）
に
よ
り
、

肺
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
等
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

※�

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
事
前
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
と
、
再
発
行
い

た
し
ま
す
。

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
受
診
希
望

日
前
日
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
す
で
に
定
員
に
達
し

て
い
る
時
間
帯
に
関
し
て
は
ご
希
望

に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�
２
年
前
に
婦
人
科
検
診
を
受
診
さ

れ
た
方
に
は
、
自
動
的
に
問
診
票

を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
完

全
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

①�

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
月
経
時
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
婦
人
科

の
持
病
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
主

治
医
と
相
談
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

②�

乳
房
の
組
織
診
（
麻
酔
を
利
用
し
、

２
～
４
ｍ
ｍ
の
針
で
乳
房
を
刺
し
、

乳
房
の
組
織
を
採
る
検
査
）
を
さ
れ

た
方
は
、
組
織
診
を
し
た
乳
房
の

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
検
査
を

行
っ
て
い
な
い
乳
房
の
検
査
は
受

け
ら
れ
ま
す
。

③�

乳
房
の
細
胞
診
（
麻
酔
な
し
で
、
細

広 報 ひ がしよし の 令和７年９月１日
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睡
眠
の
量
と
質
を
確
保
し
よ
う

　

心
身
の
健
康
の
た
め
に
、
個
人
差

を
踏
ま
え
て
、
質
・
量
と
も
に
十
分

な
睡
眠
を
。
睡
眠
の
不
調
・
睡
眠
休

養
感
の
低
下
を
感
じ
る
時
は
病
気
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

定
期
的
に
自
分
を
知
る
（
健
診
・
検
診
）

　

今
は
健
康
に
思
わ
れ
て
も
、
将
来

の
病
気
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
た
り
、
早
期
に
は
自
覚
症
状
が

無
い
と
い
う
病
気
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
リ
ス
ク
や
病
気
を

早
期
に
発
見
し
、
対
処
し
て
い
く
た

め
に
は
、
無
症
状
の
う
ち
か
ら
定
期

的
に
自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
健
康
課
題

を
知
ろ
う
（
女
性
の
健
康
）

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
劇
的
に
変
化
す
る
と
い

う
特
性
等
を
踏
ま
え
、
人
生
の
各
段

階
に
お
け
る
健
康
課
題
の
解
決
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
20
歳
以

上
の
女
性
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
婦

人
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

引
用
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

高
血
圧
予
防
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス

　

高
血
圧
予
防
に
は
、
野
菜
摂
取
量

の
増
加
と
減
塩
が
効
果
的
で
す
。
毎

日
の
食
事
に
野
菜
を
一
皿
追
加
し
、

果
物
も
摂
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
減
塩
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、
普
段
か
ら
塩
分
は
控
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
減
塩
の
コ
ツ
）

①
新
鮮
な
食
材
を
用
い
る
②
香
辛
料
・

香
味
野
菜
や
果
物
の
酸
味
を
利
用
す

る
③
低
塩
の
調
味
料
を
使
う
④
具
沢

山
の
味
噌
汁
に
す
る
⑤
外
食
や
加
工

食
品
を
控
え
る
⑥
つ
け
も
の
は
控
え

る
⑦
む
や
み
に
調
味
料
を
使
わ
な
い

⑧
麺
類
の
汁
は
残
す

９
月
24
日
～
９
月
30
日
は
、
結
核
予

防
週
間
で
す

　

結
核
は
「
過
去
の
病
気
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
で
も
国
内
で
毎
年
新
た

に
１
万
人
以
上
の
患
者
が
発
生
し
て

お
り
、
約
１
，
５
０
０
人
以
上
が
命

を
落
と
し
て
い
る
、
重
大
な
感
染
症

の
一
つ
で
す
。

　

奈
良
県
で
は
、
令
和
５
年
に
１
４
０

名
の
結
核
患
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

う
ち
７
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

し
た
。

　

結
核
を
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
毎
年
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
高
齢
者
は
せ
き
や
た
ん
、

微
熱
や
体
の
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が

出
な
い
場
合
も
あ
り
、
発
見
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
に
１

度
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
せ
き
や
た
ん
が
２
週
間
以

上
続
い
た
り
、
微
熱
や
体
の
だ
る
さ

な
ど
の
症
状
が
続
く
場
合
は
、
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
結
核
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所
地
域
保
健
第
一
係

　

TEL
０
７
４
７－

６
４－

８
１
３
２

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
９月９日（火）

午後２時～３時
予約必要 奈良県眼科医会

精神科に関する

健康相談

９月９日（火）

午後３時３０分～４時３０分
予約必要

※受付締切９月２日（火）

奈良県医師会

　精神々経科部会

内科疾患に関する

健康相談

９月３０日（火）

午後２時～３時
予約必要

※受付締切９月２９日（月）

奈良県医師会

　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和7年9月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の令和７年９月１日
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お
酒
は
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
に

根
づ
き
、
祝
い
事
や
人
間
関
係
を
深

め
る
場
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

以
前
は
「
適
量
な
ら
体
に
良
い
」「
少

量
な
ら
問
題
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た

ア
ル
コ
ー
ル
で
す
が
、
近
年
の
研
究

で
は
、
た
と
え
少
量
で
も
健
康
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
特
に
肝
臓
へ
の
影
響
は
深

刻
で
、
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
中
で

徐
々
に
肝
細
胞
が
傷
つ
き
、
脂
肪
肝

や
肝
炎
、
さ
ら
に
は
肝
硬
変
や
肝
が

ん
へ
と
進
行
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
口
腔
が
ん

や
食
道
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん

な
ど
複
数
の
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を

高
め
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
睡
眠
障
害
や
う
つ
、
肥
満
、

糖
尿
病
、
認
知
症
と
の
関
連
も
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
家
族
歴
や
持
病
が
あ

る
方
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

「
少
量
の
飲
酒
で
あ
れ
ば
体
に
良
い

影
響
が
あ
る
」
と
い
う
研
究
結
果
も

あ
り
ま
す
が
、
２
０
２
３
年
に
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
安
全
な
飲
酒
量
は
存
在

し
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、

「
健
康
の
た
め
に
は
『
飲
ま
な
い
』
選

択
が
最
善
」
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
少
し
だ
け
飲
み
た
い
」「
付
き
合

い
で
断
れ
な
い
」
と
感
じ
る
人
も
多

い
で
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
、
自
分

の
飲
酒
習
慣
を
見
直
し
、
休
肝
日
を

設
け
る
、
飲
む
量
を
あ
ら
か
じ
め
決

め
る
な
ど
、
意
識
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
で
す
。
付
き
合
い
の
席

で
も
「
今
日
は
控
え
て
い
る
」
と
伝

え
る
こ
と
は
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
人
に
禁

酒
を
求
め
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、健
康
を
大
切
に
す
る
た
め
に「
お

酒
と
の
つ
き
あ
い
方
」
を
今
一
度
、

考
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

将
来
の
自
分
の
た
め
、
そ
し
て
大
切

な
人
た
ち
の
た
め
に
、「
飲
ま
な
い

選
択
肢
」
を
選
ぶ
勇
気
も
ま
た
、
健

康
へ
の
第
一
歩
で
す
。奈

良
県
医
師
会

　

突
然
に
指
に
チ
ク
ッ
と
か
ズ
キ
ッ

と
か
し
た
痛
み
を
感
じ
て
、
そ
の
あ

と
指
が
腫
れ
て
紫
色
の
内
出
血
の
あ

ざ
に
な
っ
て
、
指
が
突
っ
張
っ
た
よ

う
な
感
じ
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？ 

そ
れ
は
ア
ヘ
ン
バ
ッ
ハ

症
候
群
と
呼
ば
れ
る
疾
患
で
、
悪
性

の
疾
患
で
は
な
く
自
然
に
治
る
た
め

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

指
を
ど
こ
か
に
ぶ
つ
け
た
り
、
荷

物
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
と

く
に
誘
因
が
な
く
自
然
に
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
容
器
の
開
け
閉
め

や
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
り
す
る

動
作
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

中
年
以
降
の
女
性
に
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
若
い
人
で
も
男
性

で
も
起
こ
り
ま
す
。
手
の
ひ
ら
や
足

の
指
や
足
の
裏
に
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
女
性
に
多
い
の
は
炊
事
や

掃
除
や
買
い
物
で
手
を
使
う
動
作
が

多
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
原
因
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
加
齢
に
よ
り
血
管
が
弱
く

な
っ
て
い
る
の
が
原
因
の
一
つ
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
検
査
を
し
て

も
異
常
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

同
じ
部
位
や
他
の
部
位
に
繰
り
返

し
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
数

日
間
か
ら
数
週
間
で
自
然
に
治
癒
し

ま
す
。
手
や
足
の
指
以
外
の
部
位
に

内
出
血
が
み
ら
れ
た
り
、
腫
れ
が
悪

化
し
痛
み
が
増
加
す
る
よ
う
な
ら
ほ

か
の
病
気
も
考
え
ら
れ
、
血
液
や
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合

は
検
査
も
治
療
も
不
要
で
経
過
観
察

だ
け
で
大
丈
夫
で
す
。

突
然
の
指
の
痛
み
と
内
出
血
を
き
た
す

突
然
の
指
の
痛
み
と
内
出
血
を
き
た
す

ア
ヘ
ン
バ
ッ
ハ

ア
ヘ
ン
バ
ッ
ハ

こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです

お
酒
と
の
付
き
合
い
方
を

お
酒
と
の
付
き
合
い
方
を

　
　

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

広 報 ひ がしよし の 令和７年９月１日

10



こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
歯科衛生士さんによるミニ講座を開催しました

　普段からいきいき百歳体操を頑張っておられるグループの内、８カ所にて「目指そう健康長寿。
フレイルを予防するお口のケア。」と題してミニ講座を開催し、３３名の参加がありました。
　「オーラルフレイルとは何か。」や「ヘッドの小さい歯ブラシが良い理由。」「正しい歯の磨き方。」
等、質疑応答も合わせて１時間近くになる会場もありました。
　今回開催できていないグループは、秋頃に開催予定ですので、再開のご連絡をお待ちしており
ます。
　今回のミニ講座でお配りしたパンフレットや歯ブラシは、まるごとフェスティバルの健康ブー
スのコーナーで配布予定です。気になる方は、是非ご来場ください。

☆出前介護相談のご案内
　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
　○介護制度に関すること　等々
　（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障がいのある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談を
お受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
　例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　９月１７日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に

お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の令和７年９月１日
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午前の部

浴衣着付け教室の様子

帯の結び目

午後の部

浴衣着付け教室の様子

き　×　浴衣　×　着付け教室
　７月３１日に浴衣着付け教室を開催しました。
　前回は着物の着付け教室を開催しましたが、８月１６日のいちたつ盆踊りに向けて、浴衣の
着付け教室を１回限りで開催し、１５名が受講してくれました。
　浴衣教室は美しく浴衣を着るための説明があり、帯の結び方は文庫結びと変わり結びを教え
てもらいました。

広 報 ひ がしよし の 令和７年９月１日
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開店前行列

お楽しみ抽選会『ひんやりグッズ』

フルーツコーナー

浴衣と衣料品コーナー

いちたつマルシェ夏野菜編　×　桃　×　ひんやりグッズ抽選会
　７月２３日にいちたつマルシェ夏野菜編を開催しました。
　前回は初の試みとして、お惣菜コーナーを設置したところ、大好評ですべて完売しまし
たので、今回は季節コーナーを設置して朴の葉寿司×２０パック、柿の葉寿司×２０パック
を販売しました。

　フルーツコーナーでは清水白桃２個×５０パックは昼頃にはすべて完売して、「東吉
野村で桃が買える」や「お供えするのに買った」とか「大きくて甘くておいしかった」という声
が多数寄せられました。
　ゆずの巻き寿司１本×３０パックは桜を楽しむ会からの定番で、こちらも大人気ですぐに完
売しました。

　今年の夏野菜は特に出品数が少なかったですが、初めて出品される変わり種もあり、すもも、
スイカ、ブルーベリー、えごま、ズッキーニから定番のトマト、きゅうり、茄子など、野菜
はほぼ完売しました。

　浴衣や衣料品も出品していただき、多くの方が手に取り、買い物を楽しんでおられました。
昼からのお楽しみ抽選会の景品はひんやりグッズを用意して、ひんやりマットやひんや
り敷きパッド、水筒、シャツミスト、リポビタンゼリー、冷凍食品、冷凍フルーツ、葛
アイスなど今年の暑い夏に欠かせない景品を用意して、抽選会を楽しんでいただきました。
　次回は１１月２２日（土）に第１６回いちたつマルシェを開催します。大抽選会を予定してい
ますので、お楽しみに。

広 報 ひ がしよし の令和７年９月１日
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　1923年９月１日に関東大震災が発生したことにちなみ、９
月１日は「防災の日」です。秋は台風シーズンということに加
え、近年では気候変動の影響からか豪雨も頻発し、各地で甚
大な被害が相次いでいる状況です。台風の予報が出てから慌
てて買いに行って売り切れ…ということのないよう、日ごろ
から水や食料品は多めにストックしておくと安心です。
　水や食料品は最低３日分、できれば１週間分を備えておく
ことが勧められています。日常よく食べているものを多めに
買い置きし、食べたら買い足す「ローリングストック」で無理
なく備えましょう。

　お彼岸は春と秋の年に２回あり、春分の日と秋分の日の
前後７日間のことをいいます。古くから、お墓参りをして
先祖供養をする風習があります。また、「暑さ寒さも彼岸ま
で」ということわざがあるように、季節の移り変わりを感
じる時期でもあります。
　お彼岸の食べ物といえば、ご飯をつぶして丸め、小豆の
あんで包んだ「おはぎ」があります。これは秋の花である「萩」
にちなんだ呼び方で、春には「牡丹」にちなんで「ぼたもち」
とも呼ばれます。

１人１日３L が
目安です。 　缶詰、レトルト食品、乾物、日

持ちのする野菜など。

好きなお菓子や食べ慣れているものが
あると、不安な気持ちを和らげてくれ
ます。

広 報 ひ がしよし の 令和７年９月１日
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令
和
七
年
七
月
二
十
二
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草
　
選
評

▪
特
選
の
部

街
の
子
が
村
の
子
に
な
る
夏
休
み	

宮
崎　

利
一

　

評

　

本
村
は
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
魅
力
が
あ

る
。

　

特
に
夏
休
み
に
は
、
自
然
を
求
め
て
山
歩
き
や
川
遊

び
に
大
勢
の
子
ど
も
達
が
来
村
す
る
。

　

掲
句
は
、
都
会
の
子
ど
も
達
と
村
内
の
子
ど
も
達
が

共
に
交
流
し
て
い
る
様
子
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
佳

句
で
あ
る
。

　
師
の
句
碑
へ
光
こ
ぼ
せ
り
夏
の
蝶	

辻　

佐
和
子

　

評

　

六
月
二
十
四
日
、
本
村
伊
豆
尾
の
光
蔵
寺
に
、
筆
者

の
句
碑
〈
新
玉
の
光
溢
る
る
光
蔵
寺
〉
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
。

　

作
者
は
、
式
の
最
中
に
夏
の
蝶
が
飛
ん
で
来
て
、
光

を
こ
ぼ
し
た
様
に
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

句
碑
の
「
光
」
と
夏
蝶
の
「
光
」
が
交
感
し
て
い
る

と
感
じ
と
っ
た
の
は
秀
逸
で
あ
る
。

ほ
う
た
る
こ
い
車
を
停
め
て
ほ
た
る
来
い	

宮
崎　

成
子

　

評

　

水
辺
の
闇
を
縫
っ
て
飛
び
交
う
螢
は
、
日
本
の
初
夏

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
風
物
詩
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

作
者
は
、車
を
走
ら
せ
て
い
た
時
に
螢
の
火
に
出
会
っ

た
の
で
あ
る
。

　
「
ほ
う
た
る
こ
い
」
と
口
遊
み
つ
つ
車
を
停
め
て
、
し

ば
ら
く
螢
の
火
を
目
で
追
っ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

▪
準
特
選
の
部

寄
り
合
ひ
て
師
の
句
碑
祝
ふ
梅
雨
晴
間	

池
垣　

昭
美

川
開
き
夜
明
け
待
た
ず
に
川
場
へ
と	

松
久
保
久
永

座
布
団
を
二
つ
折
り
し
て
昼
寝
人	

松
谷　

忠
則

▪
佳
作
の
部

沙
羅
の
花
散
り
ゆ
く
時
の
白
い
よ
よ	

池
垣　

昭
美

緑
さ
す
机
上
に
句
碑
の
色
紙
か
な	

伊
藤
志
津
子

白
南
風
や
句
碑
に
散
華
の
煌
め
き
ぬ	

辻　

佐
和
子

打
ち
水
や
頬
を
撫
で
行
く
風
の
あ
り	

足
立　

昌
宏

夏
の
草
あ
ふ
る
る
水
の
匂
か
な	

宮
崎　

成
子

雨
粒
に
透
き
て
檀
の
実
の
青
し	

濱
田
貴
美
子

合
歓
咲
く
や
遠
く
に
潤
む
高
見
山	

池
田
美
砂
子

大
空
に
鳥
の
鳴
き
ゐ
て
蝉
時
雨	

宮
崎　

利
一

浴
衣
着
て
祭
囃
子
に
下
駄
の
音	

松
久
保
久
永

雪
渓
や
朝
日
に
映
ゆ
る
白
馬
岳	

宮
下　

俊
二

畦
道
に
刈
り
残
し
た
る
夏
薊	

松
谷　

忠
則

膝
を
つ
き
ま
づ
手
を
浸
す
山
清
水	

前
田　

景
子

風
そ
よ
ぐ
日
除
け
の
下
で
昼
寝
か
な	

川
村　

貞
子

▪
入
選
の
部

揺
ら
め
く
は
垣
根
に
掛
か
る
蛇
の
衣	

池
垣　

昭
美

山
頂
に
朝
日
明
あ
か
梅
雨
明
く
る	

伊
藤
志
津
子

前
山
も
背
山
も
高
し
鮎
の
川	

伊
藤
志
津
子

蟇
の
こ
ゑ
吉
野
の
谷
の
底
見
え
ず	

辻　

佐
和
子

水
遊
び
天
下
一
品
吉
野
川	
足
立　

昌
宏

天
の
川
幾
年
続
く
逢
瀬
か
な	
足
立　

昌
宏

雨
音
が
家
を
つ
つ
め
り
戻
り
梅
雨	
宮
崎　

成
子

青
き
嶺
心
経
の
声
響
き
た
る	

濱
田
貴
美
子

山
の
水
樋
を
伝
ひ
て
鴨
足
草	

濱
田
貴
美
子

野
地
蔵
の
背
を
超
え
た
る
夏
薊	

池
田
美
砂
子

友
守
る
日
裏
の
山
野
夏
炉
焚
く	

池
田
美
砂
子

静
止
画
の
如
く
無
風
の
夏
の
空	

宮
崎　

利
一

仕
事
終
え
我
が
家
に
着
け
ば
ま
づ
ビ
ー
ル	

松
久
保
久
永

橋
の
上
秋
は
隣
の
川
の
風	

宮
下　

俊
二

雨
の
中
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
の
白
く
揺
れ	

宮
下　

俊
二

鉢
巻
を
汁
止
め
に
し
て
露
天
商	

松
谷　

忠
則

鍾
乳
洞
入
り
し
ば
ら
く
の
す
ず
み
か
な	

前
田　

景
子

か
な
か
な
や
稽
古
始
ま
る
公
会
堂	

前
田　

景
子

蛍
狩
毎
晩
通
ふ
高
見
川	

川
村　

貞
子

日
中
も
虫
鳴
く
声
の
青
葉
闇	

川
村　

貞
子

一
般
投
句
（
短
歌
）

白
雲
の
輝
く
空
を
恨
み
た
り

遠
雷
遥
か
響
き
お
れ
ど
も	

浦
田
由
美
子

台
高
を
光
り
つ
つ
越
ゆ
ジ
ェ
ッ
ト
機
を

仰
ぐ
祖
先
の
墓
標
磨
き
つ	

浦
田
由
美
子

夏
草
の
茂
れ
る
中
に
ひ
っ
そ
り
と

高
砂
百
合
は
咲
き
て
寂
し
き	

浦
田
由
美
子

割
箸
の
製
造
工
場
二
十
年

杣
人
の
知
恵
森
を
守
り
ぬ	

福
井
メ
イ
子

一
日
の
終
り
に
安
堵
ガ
ラ
ス
越
し

オ
レ
ン
ジ
色
の
満
月
昇
る	

福
井
メ
イ
子

迫
り
来
る
大
花
火
に
圧
倒
さ
れ

仰
ぐ
夜
空
に
釘
付
け
と
な
り	

辻　

由
美
子

ワ
ァ
ー
す
ご
い
！
歓
声
上
が
る
砂
浜
を

埋
め
尽
く
す
や
熊
野
海
花
火	

辻　

由
美
子
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